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文責 校長 高比良 尚 

 
◆２学期終了前ですが…◆   
少し早いですが、学校では、一番長い 2 学期が終了します。生徒は、学校祭、修学旅行、人権集会、

生徒会役員選挙、高献「会社説明会」、また３年生にとっては、高校入試に向けての日々の勉強…大変

あわただしい毎日でしたが、充実した日々を送っています。これらの行事のみならず、保護者の皆様、

地域の皆様には、行事や教育活動に今学期も多大なるご支援をいただきました。学期も多くの

成果を上げることができました。心より感謝いたします。 
２４日に２学期終了式、そして 3 学期は 1 月８日が始業式となります。新しい年もこれまで

同様、よろしくお願いいたします。 

 

◆模擬株主総会◆ 沢山のご来場と株券購入、ありがとうございました 
模擬株主総会では、第五代高献社員（現２年生）による、令和６年度の活動報告や収支決算報告が

行われ、第六代高献社員（現１年生）による、次年度に向けた活動方針や社員としての意気込みが示さ

れました。 

五代目の活動では、「食卓に愛と希望と梅干を」というスローガンのもと経営企画部の戦略に沿って、

１年生が心を込めて作った梅干しが多く売れるよう、パッケージや梅レシピ作成に取り組んだことなどの

活動や売上金額の報告を行いました。多くの学びをはつらつと発表しました。六代目の会社説明会は、

劇による活動内容が紹介されました。１年生「ひとり

ひとり」の豊かな表現力で活動への意気込みを見せ

ました。 

株券の販売では、例年より多くの活動資金を得ら

れるものとなりました。第六代の社員もこれまで以上

に頑張ると思いますので、どうか、株式会社高献の取

組について、今後ともご支援くださいますようお願いし

ます。 

 

◆学校保健委員会講演会◆ 「お口と生活習慣について」 
今回は「お口と生活習慣について」のテーマで、学校医の徳久道生先生に講演をお願いいたしまし

た。徳久先生は開業して２４年間、本校の学校医を担当していただき、毎年本校の歯科検診やブラッシン

グの指導、協力をお願いしています。 

講演では、生徒にとっては知らなかった歯や口に関する多くの知識を専門家の立場からお話しいただ

きました。歯磨きは、食事の汚れを落とすのがというイメージからお口の中の細

菌を落とすためであり、食事をしていない場合でも歯磨きが大切であること。ま

た、歯周病ついては丁寧な歯磨きの習慣の大切さを、画像等を使って説明して

いただきました。一日の歯の接触時間や睡眠時間、メディア視聴時間などの生

活習慣が、お口の健康にもつながることについては、生徒の関心が高く、驚きと

生活習慣を改善したいとの感想もみられました。 

 

◆学校評価（後期）◆ 
  回答にご協力いただき、ありがとうございます。前期学校評価から改善できた項目、また新

たな課題もでてきました。学校評議員の方や保護者の皆様からの貴重な評価や意見、生徒・教

員の１・2 学期の反省をもとに、3 学期、そして次年度の学校経営に活かしていきます。ま

た、今年度 2 回の学校評価の結果報告は、2 月の学校支援会議を経て、３月までにホームペー

ジに掲載いたします。 

 

がんばれ高田 負けるな高田 

できる できる できる！ 
自主・協力・創造 

裏面に続きます。 



◆冬休みを前に◆ 
  冬休みには、年を終えて新しい年を迎える大きな節目を、家族や身内の方とともに過ごす計画のご家

庭も多いともいます。中学の３年間や高校の３年間は、あっという間に過ぎるうえに、気がつくと子どもたち

は、親元から離れるような年代になってしまいます。  だからこそ中学生期の冬休みは、生徒たちに家族

や身内の方々への感謝の思いを高める機会にしてほしいです。 

しかしながら楽しみにしている冬休みを前に、北九州市のファストフード店で中学生が刺殺され

るという本当に痛ましい事件がありました。塾帰りに起きた事件、私たちの生活と何ら変わら

ない日常の中での犯行であり、また中学生が犠牲となる事件に衝撃を受けました。  

学校でも、１９日に校内放送や各担任から全校生徒に登下校や外出について 

①できるだけ複数人で登下校を行い、寄り道をしない。  

②不審な人物に遭遇したら民家に逃げ込む、１１０番し、学校にも連絡する。 

③放課後等に外出の場合は保護者と必ず確認する。 

等、注意喚起をしております。 

また、冬場は暗くなるのが早いうえに、特に年末は街行く車の速度も上がりがちです。本校

の校門前の幹線道路は工事車両出入りに加え、以前より交通量も増しスピードを上げ通行する

車も多くみられます。交通安全には十分注意を払う必要があります。保護者の皆様にも校門前

の徐行運転、駐車場での生徒の乗り降りについては、何度もお願いいたしましたが、残念なが

ら徹底できている状況ではありません。子供たちの安全のためにもご協力をお願いいたしま

す。 

２４日には「冬休みの生活心得」を配付いたします。緊急時の対応や町内小中学校努力目

標等を載せています。その中でも、外出について１０項目をここにもあげました。「冬休みの

生活心得」持ち帰った時に、必ずお子さんと一緒に目を通していただき、家庭でのルールを設

定してください。 

 外出について 冬休みの生活心得より抜粋 

１ 外出の際は、行き先・目的・同行者・帰宅時刻などを保護者にきちんと知らせ、午後５時までに

は帰宅する。（午後５時以降の外出は保護者同伴でお願いします。午後１１時以降の外出は、保

護者同伴でも補導の対象となります。）  

２  保護者同伴以外の外泊は禁止とする。生徒同士だけで外泊しない。  

３ 保護者がいない家で遊ぶことはしない。  

４ ボウリング場・インターネットカフェ・ゲームセンター・カラオケボックスは、保護者同伴でな

ければ禁止とする。  

５ 生徒同士のファミリーレストラン・ファストフード店・フードコート等への出入りを控える。  

６ 午後５時以降の塾・習い事については、交通事故や不審者に注意し、安全に帰宅できるようにす

る。 

７ イヤホンで音楽を聞きながら自転車に乗ったり、携帯電話やスマートフォンを使用しながら歩行

したりすることは、大変危険なため絶対にしない。また、自転車の二人乗りも禁止とする。  

８ 知らない人の誘いには応じない。特に知らない人の自動車等には絶対乗らない。  

９  交通ルールを守り、事故防止に努める。特に、自転車に乗る場合は、安全点検をしっかり行い、

無理な運転をしたり、飛び出したりしないように注意する。  

10 午前１０時までは外出しない。（部活動や塾は除く）  

3 年生にとって、この冬休みは、新たな道に進むための追い上げと最終調整の時期となります。１月か

ら始まる高校入試では、これまで積み上げてきた知識や技能、思考力・判断力・表現力をいかに発揮で

きるか…経験と学びを結集して受験に臨んでほしいと思います。 

 

 

 

  

 

 

※ 写真等を掲載しておりますので、取扱いには格別の御配慮をお願いいたします。 


